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1. はじめに 

直流系遮断器制御用 2m-10W クラス固定機器
向け光無線給電システムを目指している．電流低
減が可能な直列接続 VCSELアレーは光源効率向
上に有利[1]だが，照射面の形状制御や均一強度
化に課題がある．そこでフライアイレンズ系の検
討を行い，1m先で 5cm角の領域に光照射が可能
なフライアイレンズの設計などを報告した[2]． 

今回，設計したフライアイレンズによる照射実
験を行い，その課題や設計における制限の詳細を
検討したので報告する． 

2. 単一光源利用時の照射面特性 

前回設計のフライアイレンズは単レンズサイ
ズ 5mm角，焦点距離 100mm，単レンズ数 10 x 10

個である．まず，5mm 角の発光領域をもつ単一
チップ VCSELアレーの出射光をフライアイレン
ズに入射した．VCSEL出射光を焦点距離 100mm

のレンズでコリメートし，フライアイレンズ 2枚
に入射し，その後の結像レンズ (焦点距離
1000mm)により，1m先のスクリーンに照射した． 
実験系とビームプロファイラ測定結果を Fig.1

に示す．照射面は設計通り 5cm 角となった．
Fig.1(a)では，照射面周囲にも漏れ光が生じてい
る．これはコリメートしきれなかった拡がり角成
分，およびフライアイレンズの単レンズ接合界面
で回折した成分がフライアイレンズの許容入射
角を超えたため，正しく結像しなかったと考えら
れる．Fig.1(b)から，照射面中央部はほぼ均一な照
射面となった．照射面周囲の強度変化部の太さは，
要素レンズ境界の影響と考えられる． 

3. 複数光源利用時の照射面特性 

次に，複数光源をフライアイレンズに入射した．
1mm角の発光領域をもつ VCSELアレー4つを利
用し，それぞれの出射光を焦点距離 25mmの小径
レンズでコリメートした．フライアイレンズ以降
のレンズ系は先と同じである． 

実験結果を Fig.2に示す．照射面の大きさは設
計と同じ 5cm 角だが，周囲に光漏れが多く発生
した．これは複数光源を個別にコリメートしたた
め，コリメート化が不十分なことが原因と考えら
れる．また，照射面の光強度分布も均一化ができ
ていない．これは Fig.3のように，入射光が少数
の単レンズに入射しており，個々のビームを複数
の単レンズにより十分に分割できなかったため
と考えられる．より均一な照射面にはフライアイ
レンズの単レンズサイズを小さくする，もしくは
コリメート後のレーザ光のスポットサイズを大

きくし，より多くの単レンズに入射させる必要が
ある．詳細な設計条件と制限は発表時に議論する． 
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Fig. 1 Experimental results using single VCSEL 
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Fig. 2 Experimental results using 4 VCSEL arrays 
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Fig.3 IR image of fly-eye lens using 4 VCSEL arrays 
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